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Ⅰ． ２００３年３月期決算の概要

Ⅰ． ２００３年３月期決算の概要
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連結対象子会社

資　本　金
当社の
持株比率

主要な事業内容

株式会社ｱｸﾛｽ 25百万円 100% 自動車部品の製造・販売

株式会社遠州ｸﾛﾑ 10 〃 100% 二輪部品のメッキ

株式会社ｳｴｽﾄﾚｲｸ 15 〃 100% 容器洗浄及び物品販売

富士協同運輸株式会社 10 〃 40% 輸送事業

ﾕﾆﾊﾞﾝｽ ＩＮＣ．（米国） 19百万US$ 100% 自動車部品の製造・販売

PT.ﾕﾆﾊﾞﾝｽｲﾝﾄﾞﾈｼｱ  6百万US$ 75% 同　　　上

国
内

海
外

会　社　名

持分法適用会社 アイエス精機株式会社 （持ち株比率13.3%)
株式会社富士部品製作所 （持ち株比率13.6%)
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連結 単体 連単倍率 連結 単体 連単倍率

売上高 438.0 411.8 1.06 444.0 418.3 1.06

430.0 400.0 1.08

営業利益 6.9 4.5 1.53 8.7 4.8 1.81

9.5 6.5 1.46

経常利益 8.4 6.4 1.31 11.3 7.4 1.53

10.0 8.5 1.18

当期利益 3.7 2.3 1.61 5.4 1.9 2.84

4.5 2.5 1.80

(単位：億円)
2002年度2001年度

計画⇒

計画⇒

計画⇒

計画⇒

経営成績

連結 経常利益ベース：増収増益 当期利益ベース：増収増益

単体 経常利益ベース：増収増益 当期利益ベース：増収減益



6 決算説明会 Jun.19,2003 Ver.1.3AHumanity and Technology  FUJI UNIVANCE CORPORATION

連結売上高推移
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連結営業利益推移

連結営業利益推移
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国内子会社の利益状況

・ウエストレイク ：委託業務の拡大

・遠州クロム ：ヤマハ発動機(２輪)、スズキ(２輪)向け部品のメッキ増加

・富士協同運輸 ：物流業務拡大（帰り便の活用等）

国内子会社　営業利益推移
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海外子会社の利益状況

米国 UNIVANCE INC. P.T.UNIVANCE INDONESIA

営業利益 売上増：41百万円、円安効果:59百万円、

合理化：8百万円
当期利益 支払利息減：31百万円、

税効果会計導入：100百万円

営業利益

売上増:10百万円
当期利益
親子借入金為替評価益:30百万円
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国内の自動車生産、輸出、販売状況

国内販売：0.7%増、輸出：12.3％増

国内市場の微増と海外市場の販売好調

↓

国内生産は、前年同期比5.2％増と2年ぶりの1,000万台回復

国内販売：0.7%増、輸出：12.3％増

国内市場の微増と海外市場の販売好調

↓

国内生産は、前年同期比5.2％増と2年ぶりの1,000万台回復

(日本自動車工業会資料)
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(日産圏比率:82.8%)
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Ｍ／Ｔ事業 主要製品

小型トラック用小型トラック用 ＲＶ車用ＲＶ車用

中型トラック用中型トラック用
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四駆事業 主要製品

四輪バギー用デフユニット四輪バギー用デフユニット トルク感応型カム式ＬＳＤトルク感応型カム式ＬＳＤ

ＳＵＶ用トランスファケースＳＵＶ用トランスファケース 駆動力配分装置 AXC駆動力配分装置 AXC
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事業別売上高（連結） 四駆事業

・日産自動車の北米向けＳＵＶ車用トランスファユニットの増加

・三菱自動車向けフルタイム駆動力配分装置の新規受注

・米国景気の減速による四輪駆動車の販売減
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ＡＴ・部品事業 主要製品

Ｍ／Ｔ部品Ｍ／Ｔ部品

オーバーランニングクラッチＤＣＦオーバーランニングクラッチＤＣＦ

ＡＴ部品ＡＴ部品
デフ、アクスル部品デフ、アクスル部品
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事業別売上高（連結） ＡＴ・部品事業

・車両販売増加に伴うジヤトコＡＴユニットパーツの増加
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産業機械事業 主要製品

農業トラクター用トランスミッション農業トラクター用トランスミッション

フォークリフト用トランスミッションフォークリフト用トランスミッション

コンクリートミキサー車用減速機コンクリートミキサー車用減速機

芝刈り機用トランスミッション芝刈り機用トランスミッション
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事業別売上高（連結） 産業機械事業

・芝刈機用トランスミッションの大幅増加
・北米経済の景気低迷による大型トラクター用トランスミッション、
フォークリフト用トランスミッションの大幅減少
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営業外費用減 1.0億円

減価償却費減 2.2億円

合理化 18.0億円
（材料費、労務費、経費）

損益分析 （連結）

経常利益ベース (2001年度と2002年度の比較)

販売数量増 4.8億円

経常利益増 2.9億円合計 26.0億円

合計 23.1億円

減益要因減益要因増益要因増益要因

開発費他、経費増 6.1億円

売価改訂 17.0億円
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１株当たり当期利益推移（連結）
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貸借対照表（連結）

（単位：億円）

科目 '02/03 '03/03 増・減 科目 '02/03 '03/03 増・減

Ⅰ流動資産 121.0 115.2 △ 5.7 Ⅰ流動負債 100.3 101 .9 1.5

現金・預金 8.6 6.5 △ 2.0 買掛金等 59.0 57 .1 △ 1.9

売掛金等 75.5 74.9 △ 0.5 未払費用他 33.3 36 .6 3.3

棚卸資産 25.5 23.5 △ 2.0 短期借入金 8.0 8 .0 0.0

その他流動資産 11.3 10.1 △ 1.1 Ⅱ固定負債 45.7 39 .2 △ 6.4

Ⅱ有形固定資産 121.1 119.0 △ 2.0 長期借入金 21.2 11 .3 △ 9.9

Ⅲ無形固定資産 4.5 4.6 0.1 退職給付引当金他 24.5 27 .9 3.4

Ⅳ投資等他 24.3 28.3 4.0 Ⅲ少数株主持分 1.3 1 .4 0.0

Ⅳ資本 123.5 124 .8 1.1

(うち当期利益) 3.7 5 .4 1.7

資産合計 271.0 267.4 △ 3.6 負債・資本合計 271.0 267 .4 △ 3.6

資産 負債・資本
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連結キャッシュフロー

（単位：億円） '01年度 '02年度 主な要因

営 業 C/F 23.1 25.8
　税金等調整前当期利益:7 .5億円,減価償却費:18.1億円

　事業構造改革引当金減:△2.0億円,棚卸資産減:1 .8億円
　退職給付金引当増:3 .0億円,その他減：△2.6億円

投 資 C/F △ 5.7 △ 17.4 　有形固定資産取得:12 .8億円,有価証券取得:4 .4億円

フ リ ーC/F 17.4 8.4 　　

財 務 C/F △ 32.7 △ 10.2 　長期借入金返済減:△9.4億円

Ｃ／Ｆ計 △ 15.1 △ 1.9

現預金残高 8.1 6.2
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フジユニバンス株の移動（２００３年１～４月）

日産自動車
（５３５万株）

日産自動車
（５３５万株）

大同特殊鋼大同特殊鋼 アイエス精機アイエス精機 フジユニバンスフジユニバンス スズキスズキ

１６０万株 ２００万株

自己株式

７５万株

日産自動車は、 『日産リバイバル・プラン』からの一環として、

日産自動車が保有していた
フジユニバンス株式の全株式５３５万株（３１％）を放出

日産自動車は、 『日産リバイバル・プラン』からの一環として、

日産自動車が保有していた
フジユニバンス株式の全株式５３５万株（３１％）を放出

市場市場

１７５万株自己株式取得

１００万株
自己株式処分
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株主構成比率の変化

31.1%

9 .3%

5.0%
3 .8%

50 .8%

15 .4%

9 .3%

9.3%

5.8%

5 .6%

50 .2%

4.4%

日産自動車

鈴木一和雄

富裕会持株会
アイエス精機

その他

その他

鈴木一和雄

大同特殊鋼

スズキ

アイエス精機

富裕会持株会

２００２年４月２００２年４月 ２００３年４月２００３年４月

自己株式
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Ⅱ．２００４年３月期業績予想

Ⅱ． ２００4年３月期業績予想
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連結経常利益
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２００４年３月期 業績予想

連結 単体 連単倍率 連結 単体 連単倍率

売上高 444.0 418.3 1.06 440.0 420.0 1.05

営業利益 8.7 4.8 1.81 9.0 6.5 1.38

経常利益 11.3 7.4 1.53 12.0 8.5 1.41

当期利益 5.4 1.9 2.84 4.0 2.5 1.60

2002年度通期実績 2003年度通期予想
(単位：億円)
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Ⅲ ．２００３年度の重点課題と取組内容

Ⅲ． ２００３年度の重点課題と取組内容
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Ｖ０４中期経営計画の達成状況

V04
('05年3月目標)

ＲＯＡ 7.0%以上 3.30 3.50

総資産回転率 1.75以上 1.65 1.75

営業利益率 4.0%以上 2.0 2.0

'06年度売上高 500億円以上

'02年度実績 '03年度見通し経営指標

達成

・売上高の見通しは、２年前倒しで達成した。

・有利子負債を４年間で１/４（連結）に削減した。
１/５（単体）に削減した。

・重点課題は、営業利益率の達成。

・売上高の見通しは、２年前倒しで達成した。

・有利子負債を４年間で１/４（連結）に削減した。
１/５（単体）に削減した。

・重点課題は、営業利益率の達成。
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新規製品拡販実績

立上時期 売上高予測

'03 '04 '05 '06 （年間）

Ｍ／Ｔ 商用車 M/T
海外向け　M/T部品

四駆 SUV,ﾋﾟｯｸｱｯﾌ  ゚T/F
ATV用デフユニット

AT・部品 ＡＴユニット部品群 202億円
駆動系部品

産業機械 ｺﾝﾊﾞｲﾝ ｷﾞｱﾎﾞｯｸｽ
ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ ATM
ﾊﾞｯﾃﾘｰﾌｫｰｸ ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ用減速機

事業 商品名
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２００２年度拡販実績による売上高予測（連結）

0

100

200

300

400

500

600

'02 '0 3 '04 '05 '06 (年度)

（億円）

既
存
製
品

新規製品
２０２億円

新規製品
２０２億円
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有利子負債の推移

51.1

70 .1

60 .7

49 .6

1 9 .7

1 3 .8

65 .0

75 .8
72 .8

59 .7

2 9 .2

19 .3

0

20

40

60

80

'97年度 '98年度 '99年度 '00年度 '01年度 '02年度

(億円)

単体 連結
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連結営業利益率推移
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２００３年度の重点課題

①製品毎の競争力強化による事業価値向上
・新製品のＱＣＤの必達と原価改善
・既存製品の収益性、資産効率の向上

②市場ニーズを把握した駆動系新商品の開発
・次世代車両にマッチしたパワートレインユニットの開発強化
・グローバルなコスト競争力ある商品開発とモノ造り

③技術開発力の向上
・新技術による低コストな生産の実用化
・粗材開発、技術対策まで踏み込んだ材料、外注費の原低活動

①製品毎の競争力強化による事業価値向上
・新製品のＱＣＤの必達と原価改善
・既存製品の収益性、資産効率の向上

②市場ニーズを把握した駆動系新商品の開発
・次世代車両にマッチしたパワートレインユニットの開発強化
・グローバルなコスト競争力ある商品開発とモノ造り

③技術開発力の向上
・新技術による低コストな生産の実用化
・粗材開発、技術対策まで踏み込んだ材料、外注費の原低活動
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Ⅳ．新たな経営体制の確立

１．執行役員制度の導入

２．アイエス精機との業務提携

Ⅳ．新たな経営体制の確立
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執行役員制の導入①

31.1%

9 .3%

5 .0%
3 .8%

50 .8%

15 .4%

9 .3%

9 .3%

5 .8%

5 .6%

50 .2%

4 .4%

日産自動車

鈴木一和雄

富裕会持株会
アイエス精機

その他

その他

鈴木一和雄

大同特殊鋼

スズキ

アイエス精機

富裕会持株会

２００２年４月持株比率２００２年４月持株比率 ２００３年４月持株比率２００３年４月持株比率

自己株式

株主構成比率の変化
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執行役員制の導入②

・日産自動車は、大株主であり、主要顧客であった。

・今後も主要顧客である。

・今までは、グループの傘の元での事業運営

・今後は、自己責任による事業運営（マーケティング、開発、生産、経営）

・日産自動車は、大株主であり、主要顧客であった。

・今後も主要顧客である。

・今までは、グループの傘の元での事業運営

・今後は、自己責任による事業運営（マーケティング、開発、生産、経営）

系列メーカーから独立メーカーへ系列メーカーから独立メーカーへ
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執行役員制の導入③

・事業価値を軸とした戦略決定を行う経営とその執行の専任体制

・上記を機動的に実行する体制

・事業価値を軸とした戦略決定を行う経営とその執行の専任体制

・上記を機動的に実行する体制

執行役員制度の導入執行役員制度の導入
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執行役員制の導入④

購
買
部

産機カンパニー

生
産
技
術
部
門

生
産
カ
ン
パ
ニ
｜

本
社
部
門

事業カンパニー事業カンパニー

ＡＴ・部品カンパニー

Ｍ／Ｔ・四駆カンパニー
原
価
企
画
室

国内関係会社

海外関係会社

Ｍ／Ｔ・四駆事業

ＡＴ・部品事業

産機事業

開
発
部
門

取
締
役
会

取
締
役
会

執行機能執行機能

執 行 役 員執 行 役 員

常

務

執

行

役

員

常

務

執

行

役

員

戦略決定機能戦略決定機能

経経

営営

判判

断断
・・

監監

査査

・・
監監

督督

機機

能能
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アイエス精機との業務提携①

グローバルレベルでのサプライヤー間の競争が激化グローバルレベルでのサプライヤー間の競争が激化

海外を含めた競合サプライヤー

の新規参入

海外を含めた競合サプライヤー

の新規参入
自動車メーカーとサプライヤー

との系列崩壊

自動車メーカーとサプライヤー

との系列崩壊

単独による企業努力だけでは、
グローバル競争に勝ち残るのは困難

単独による企業努力だけでは、
グローバル競争に勝ち残るのは困難

グローバル競争に勝ち残るための
包括的業務提携

グローバル競争に勝ち残るための
包括的業務提携
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アイエス精機との業務提携②

駆動系ユニットの開発技術と

加工技術を活かしたユニット事業

粗材から機械加工までの一貫した

生産技術を活かした部品事業

フジユニバンス アイエス精機

自動車メーカーを中心とした自動車メーカーを中心とした

グローバルなビジネスの拡大グローバルなビジネスの拡大
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アイエス精機との業務提携③

富士鉄工所

フジユニバンス

日産自動車向けを
主体とした事業

1937年

1960年

1991年

鈴木鉄工所

アイエス精機

スズキ向けを
主体とした事業

1986年



47 決算説明会 Jun.19,2003 Ver.1.3AHumanity and Technology  FUJI UNIVANCE CORPORATION

フジユニバンスとアイエス精機の商品領域

自動車
トラック・RV 乗用車 軽自動車　

ユニット

コンポーネント

部品

材料

産業機械・農機 ２輪車

フジユニバンスフジユニバンス

アイエス精機アイエス精機
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業務提携による協力体制

フジユニバンス 包括的業務提携 アイエス精機

最大限のシナジー効果最大限のシナジー効果

企業基盤、競争力の強化、事業価値の向上企業基盤、競争力の強化、事業価値の向上企業基盤、競争力の強化、事業価値の向上

共同購買

技術力・資源
の相互活用

生産方式の改革

事業の拡大 海外拠点の活用
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FUJI UNIVANCE CORPOR ATION 

http://www.uvc.co.jp/

Unique Advancement in Human Resources and High Technologies

FUJI UNIVANCE CORPORATION 


